
平成２８年２月１９日 

 
【広報班報告】 

広報班では、ターゲットを関係者に絞り込むことから始め、

ホームページの立ち上げと運営、マスコミの働きかけと取

材対応、研修会のパンフレット作りと出張説明会の立ち上

げを展開していった。 

＜広報班の活動・成果の概要＞ 
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■広報班 ３年間の取り組み 

◎平成２５年度 
 〔活動内容〕 
  ①ターゲットの絞り込み（関係者 or 一般市民） 
    ②広報手段の検討・・・広報用ＤＶＤ，チャリティーライブ，マスコミの活用，  
                 キャッチコピー，福祉まつり，ホームページ etc… 
    ③研修グループとの連携 
 〔結果〕 
  ①ターゲット ⇒ 関係者 
  ②ホームページの開設を決定＆コンテンツの企画 
  ③研修グループが実施した研修会の案内チラシ作成 

◎平成２６年度 
 〔活動内容〕 
  ①ホームページの開設・更新 
  ②マスコミへの働き掛け 
  ③説明会用ツールの作成・出張説明会の実施 
  ④効果的な広報用ツールの検討 
 〔結果〕 
  ①新規記事の作成⇒ホームページの更新によるアクセス数の増加 
    ②新聞報道による広報の推進（新聞記事３本掲載） 
  ③研修会開催により，出張説明会に関心を持つ事業所等が出てきた 

◎平成２７年度 
 〔活動内容〕 
  ①ホームページの改修（スマホ用ページ作成） 
  ②「出張説明会オーダーシート」を用いた説明会の実施   
  ③ホームページ維持のための取組み（新たな業者選定等） 
   〔結果〕 
  ①スマホ用ページ完成⇒アクセスのしやすさの向上。閲覧数の維持。 
    ②説明先の要望に添った説明会の開催（１施設２回実施） 
  ③新たな業者選定により，モデル活動終了後のホームページ維持が可能に。 
   （活動終了後も，有志が年１回更新予定） 
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■ホームページの開設 

『教えて！医療観察』のＨＰ 

http://iryoukansatsu.jp/ 

 

 
 

http://1.bp.blogspot.com/-may__7pt5KQ/UZ2U9V7WBSI/AAAAAAAATrI/xtRYNlLMzB8/s800/job_sensei.png
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■ホームページの内容（一部抜粋） 

ホームページには支援関係者へのインタビューを行い、当制度や仕事への思いなどを語っていただき、啓発
活動に活かしました。また、イラストを挿入することにより、なじみやすいコーナーとなるように工夫しました。 
 
（ホームページ掲載内容（掲載順・抜粋） 
医療観察制度の支援に携わってみて、やりがいや苦労したこと、悩んだこと、ためになったことなどを教えてく
ださい。 
 
【指定通院医療機関】 
 一人の対象となった方に対する支援を通じて、多方面の関係機関とやりとりやつながりができていることが、
やりがいです。 
 気になる点としては、医療観察制度の対象として関わることができる期間が定められているので、その期間
が終了した後のその方の経過が心配です。支援に携わるスタッフとしては、やりがいや成果を感じる機会があ
りますが、この制度に関わっていないスタッフには、今ひとつ伝わっていないことが現在の課題でもあります。 
 
【精神保健審判員】 
 やりがいと苦労は表裏一体の関係にあるものです。精神保健審判員として最も苦労するのは、精神障害で
あるかどうかがはっきりしない場合、精神障害が重複している場合、精神障害の症状と他害行為の関係が
はっきりしない場合、事件の全容がはっきりしない場合など、判断に困難を感じるときです。当初審判の決定
が対象者のその後の運命を左右することを考えると安易に結論を下すわけには行きません。一件書類を繰り
返し、繰り返し精査し、関連情報を文献等で調べ、ようやく自分なりの考え方を整理することになります。その
考え方をもとに事前カンファランスで関係者と論議をし、審判期日で対象者に質疑を行い、最終的に大方が納
得できる決定ができたときは、精神保健審判員としてほっとするとともに一定の満足感を得ることができます。
苦労あればこそのやりがいと言えます。 
 
【相談支援センター】 
 相談支援センターの利用者に対する支援と、医療観察対象者に対する支援とは、似て非なるものだと感じま
した。相談支援センターの利用者への支援は、つかず離れずというスタンスで、割と自由に地域生活をしてい
ただいていますが、医療観察対象者の場合は、多くの関係機関が積極的に関わるというスタンスでした。また、
エンパワメントの視点だけではなく、再他害のリスクを念頭に置きながら見守るという視点も必要でした。今ま
では、リスクの視点で関わったことがなかったので、試行錯誤しながらの関わりになりました。 
 医療観察に携わったことでためになったことは、人が生きるには、これほどいろいろな人の関わりの中で生き
ているんだということを発見したことです。生きることは大変なことなんだと、よくよく分かりました。医療観察に
よる処遇が終了した現在でも元対象者への支援を続けていますが、常に新しい発見や勉強になることがあり
ます。 
 医療観察で苦労したことは、最初に得た情報が少なかったことです。後になって、関係者は詳細な情報をも
らっても良いということが分かったのですが、最初は、どこまで情報を求めて良いのか分かりませんでした。対
象者の処遇方針を決めるケア会議の場では、関係者が同じ情報を持った上で検討する必要がありますので、
情報共有に関しては、特段の配慮が必要ではないかと思います。 
 また、相談支援センターとしての役割や処遇・支援の方向性が見えないことにも苦労しました。医療観察に相
談支援事業者が関与しているケースが少ないこともあり，他の関係機関から、私たちの役割が分かりづらかっ
たのかもしれません。私自身、自分の立ち位置が分からず、悩むことがありました。 
 しかし、医療観察に関わったことで、支援の広がりが持てましたし、知らなかっ 
た世界を知ることもできました。密度が濃く手厚い支援をする医療観察の仕組み 
は、相談支援センターの一般の利用者にも応用できるのではないかと思います。 
今後、医療観察対象者に限らず相談支援センターの利用者を支援する中で、 
何か課題が出てきた場合には、相談支援センターだけで抱え込むのではなく、 
多くの関係機関と連携していくことができるようになったと思います。 



■マスコミへの働きかけ① 
平成２６年７月２４日付け 神奈川新聞 
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■マスコミへの働きかけ② 
平成２６年９月２３日付け 神奈川新聞（社説） 
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■マスコミへの働きかけ③ 
平成２６年１２月２３日付け 読売新聞 
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■出張説明会 オーダーシート 
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■研修用 チラシ 
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■専門職への普及啓発 
  
モデル活動研究会会員の任意により、所属する職能団体研修の機会を活かして、専
門職に向けた当研究会の取り組み等について情報発信を行いました。 
 
 団体名：公益財団法人日本精神保健福祉士協会 
 会議名：第５１回公益社団法人日本精神保健福祉士協会全国大会 
     第１４回日本精神保健福祉士学会学術集会 
 日 程：平成２７年６月２５日～２７日 
 会 場：ビックパレットふくしま 
 内 容：分科会／スーパービジョン・権利擁護・普及啓発 
     演 題／医療観察制度の普及啓発への取り組み 
                  ～神奈川県モデル活動研究会の活動～ 
     要 旨／神奈川県モデル活動研究会での広報活動から見えてきた、 
         事業所における対象者や当制度へのかかわり方。 
 発表者：広報班  

（以下抜粋） 
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